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	建築家 妹島 和世
	ようこそ、 建築の世界へ――
	受賞作品集
	第2回 建築学生のための

	トートバッグ デザインコンテスト
	テーマ
	ようこそ！建築の世界へ
	――高校や大学等への進学を機に、建築を学び始めたあなた。 そこにはどんな魅力がありましたか？  あなたの豊かな感性を広げて、 次に建築の世界を目指す後輩たちが 『持ちたい！ 』と思うトートバッグをおしえてください。


	審査員
	審査員長 建築家・総合資格学院 特別顧問
	伊東 豊雄
	1941年生まれ。 65年東京大学工学部建築学科卒業後、 菊竹清訓建築設計事務所勤務。 71年に自身のオフィスを設立。 主な作品に「せんだいメディアテーク」、「多摩美術大学図書館（八王子）」、「みんなの森 ぎふメディアコスモス」、「台中国家歌劇院」（台湾）など。近作に「水戸市民会館」、「茨木市文化・子育て複合施設 おにクル」、「2025年日本国際博覧会EXPOホール」などがある。 日本建築学会賞、ヴェネチア・ビエンナーレ金獅子賞、王立英国建築家協会（RIBA）ロイヤルゴールドメダル、高松宮殿下記念世界文化賞、プリツカー建築賞、UIAゴールドメダルなど受賞。 2011年に私塾「伊東建築塾」を設立。これからのまちや建築を考える場として様々な活動を行っている。
	いとう　  とよお


	建築家
	せじま　  かずよ


	妹島 和世
	1956年生まれ。 1981年日本女子大学大学院修了。 1987年妹島和世建築設計事務所を設立。 1995年西沢 立衛氏とSANAA設立。 現在、ミラノ工科大学教授、日本女子大学客員教授、大阪芸術大学客員教授、横浜国立大学名誉教授、ペンシルバニア大学客員教授、東京都庭園美術館長。主な妹島和世建築設計事務所の作品に再春館製薬所女子寮、梅林の家、犬島「家プロジェクト」、すみだ北斎美術館、日本女子大学目白キャンパスがある。 ＜SANAA＞2004年ヴェネチアビエンナーレ国際建築展 金獅子賞、2010年プリツカー賞、2022年高松宮殿下記念世界文化賞建築部門など数多くの賞を受賞。主な作品に、金沢21世紀美術館、ニューミュージアム（アメリカ）、Rolexラーニングセンター EPFL（スイス）、ルーヴル・ランス（フランス）、グレイス・ファームズ（アメリカ）、荘銀タクト鶴岡、日立市新庁舎、ボッコーニ大学新キャンパス（イタリア）、ラ・サマリテーヌ（フランス）、ニュー・サウス・ウェールズ州立美術館ナーラ・バドゥ館（オーストラリア）、香川県立アリーナ、Taichung Green Museumbrary（台湾）など。
	テキスタイルデザイナー・コーディネーター
	あんどう　 ようこ


	安東 陽子
	テキスタイルデザイナー・コーディネーター。 1968年東京生まれ。 武蔵野美術大学短期大学部グラフィックデザイン科卒業後、 株式会社 布(NUNO) に入社、クリエイティブスタッフとして勤務。 2011年に独立し「安東陽子デザイン」を設立。 伊東豊雄、山本理顕、青木淳、シーラカンスアンドアソシエイツ(CAt)、平田晃久など数多くの建築家とのコラボレーションで、様々な空間にテキスタイル演出を行っている。「ぎふメディアコスモス」（伊東豊雄建築設計事務所）や「白井屋ホテル」（藤本壮介建築設計事務所）などの話題の建築プロジェクトにてテキスタイルデザインを担当。 2020年〜多摩美術大学客員教授 、名屋造形大学客員教授を務める。2025年、日本建築学会文化賞を受賞。 著書『安東陽子 テキスタイル・空間・建築』(LIXIL出版/ 2015)

	審査会の様子
	応募者数...376名 応募作品数...229作品
	2026年2月某日。 夢のような先生方にお集まりいただき、オンラインによる審査会を実施しました。 高校生・高専生・専門生・大学生...と、日頃、様々な角度から建築を学ぶ皆さんにご応募 いただき、あっと言わせる作品たちが並びました！ 審査後は、先生方から「楽しかった」との声が。非常に盛り上がる会になりました！
	皆さん、力のこもった提案でとても楽しかったです。コンセプトだけを選ぶなら別の選択になったかもしれないが、僕はトートバックとしてどう見えるかを重視して選択しました。 一生懸命提案していただいて、エネルギーを感じました。
	トートバックの審査はどうなるか心配でしたが、面白かったです。バックになるのも重要であるし、テーマで建築に興味を持てるのも良い。 (審査の観点が、)絵と文章とバッグになることの3つがセットになっていて、とても見応えのある提案が多く楽しかったです。
	個性的で意外な切り口の作品が多く、選ぶのが楽しかったです。 コンセプトと完成品、どんなバックを作りたいかが大事で、さらに、私は実際にプリントしたものをみんなが持っていたら嬉しいかも含めて、選びました。
	　　伊東 豊雄先生　
	　　妹島 和世先生　
	　　安東 陽子先生　
	モデレーター：運営事務局長・福岡


	部門 Ⅰ
	最優秀賞
	木の下からみた街
	静岡県立浜松工業高等学校　２年 宅見 至穂さん
	・圧倒的に力強い。木を下から見るという視点が素晴らしい。 　色の使い方も群を抜いて綺麗。（伊東）
	・パッと目を惹かれた。木や建物がどこまでも万華鏡のようで、 　見る人の想像力が広がる。（妹島）
	・お二人と同じ意見ですが、視点が本当にユニークで、綺麗に 　プリントできたらすばらしいと思いました。（安東）


	優秀賞
	見えるところと見えないところ

	優秀賞
	いつもの風景

	伊東 豊雄賞
	パンダの絶滅を止める家

	妹島 和世賞
	富山の絶景

	安東 陽子賞
	生活を築る

	ゆに～く賞
	残る物
	手から、かたちへ
	上から見た高層ビル
	いつか見た帰り道
	明るい未来
	少女
	evaluation of architecture

	自然と人工が並ぶ場所
	シンギュラリティ・アーキテクチャ

	私が見る街
	A city floating in the sea at night

	共存
	街の星
	いつもの景色
	変わらない風光
	部門 Ⅱ
	最優秀賞
	想像:S=∞
	早稲田大学 創造理工学部 建築学科　２年 齊藤 りみさん
	・色が抜群に綺麗。階段の先がなく、これからどうなっていくの 　だろうというコンセプトが気に入っている。(伊東)
	・役目を終えた階段の先を想像してしまう。(妹島)
	・カバンにプリントしたときに目を引くデザインで、持っていて 　センスが良いと感じさせる色彩。“想像することは創造すること 　の入口”というコンセプトがうまく表現されている。(安東)


	優秀賞
	おまもり

	優秀賞
	Roof

	伊東 豊雄賞
	にんげんの巣

	妹島 和世賞
	街の反転、時の表裏

	安東 陽子賞
	混ざる場所

	ゆに～く賞
	見えない構造の可視化
	今日を繋ぐ金色の町 ～農を学ぶ基地～
	つながりから生まれる街
	巡る発想
	形になる喜び
	生きもの
	電柱で全国街歩き
	ゆらゆら、

	新しい地平線
	つくえの上のまち
	ある時代・場所の建築
	切実な願い
	接続された都市の行方
	筋交い
	君の手から
	「宝の学生時代！たくさんのことを経験してほしい！！」 そんな想いから、当コンテストは誕生しました。
	学生向けイベントは ＼“建築こんぺいと”をチェック！／

